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大
桑
村
は
急き

ゅ
う

峻し
ゅ
ん

な
地
形
に
囲
ま
れ
、

昔
か
ら
土
砂
災
害
や
水
害
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
局

地
的
な
豪
雨
や
長
雨
、
台
風
等
に
よ
り

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
ま

り
、
最
新
情
報
に
注
意
し
て
行
動
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
避
難
情
報
や
避
難
方
法
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
の
で
、
先
日
配
布
し
た

防
災
の
し
お
り
と
併
せ
、
も
し
も
の
時
の

行
動
を
改
め
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
情
報
の
変
更

　

避
難
情
報
は
、
災
害
発
生
時
や
そ
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
村
か
ら
発
令
さ
れ

る
も
の
で
、
発
災
の
可
能
性
に
応
じ
た

５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
応
じ
た
情
報
が
出
ま
す
。

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
伴
い
５

月
20
日
か
ら
避
難
情
報
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
従
来
の
避
難
情
報
は
、
警
戒
レ

ベ
ル
４
に
な
る
と
「
避
難
勧
告
」
と

「
避
難
指
示
」
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
違
い
が
正
し
く
認
識
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
や
レ
ベ
ル
５
で
「
災
害

発
生
情
報
」
が
発
出
さ
れ
た
場
合
に
取

る
べ
き
行
動
が
わ
か
り
に
く
い
と
い
っ

た
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
変
更

に
よ
り
、
情
報
の
内
容
が
整
理
さ
れ
た

こ
と
で
避
難
行
動
に
移
り
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

　

各
警
戒
レ
ベ
ル
の
内
容
と
住
民
の
取

る
べ
き
行
動
を
ま
と
め
ま
し
た
。

警
戒
レ
ベ
ル
１

警
戒
レ
ベ
ル
１

　

後
に
気
象
状
況
が
悪
化
す
る
可

能
性
が
あ
る
場
合
に
発
表
さ
れ
ま

す
。
発
表
さ
れ
た
時
は
、
最
新
情

報
に
注
意
す
る
な
ど
災
害
へ
の
心

構
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

警
戒
レ
ベ
ル
３

警
戒
レ
ベ
ル
３

  

高
齢
者
等
避
難

避
難
に
時
間
を
要
す
る
高
齢
者

時
点
で
避
難
が
完
了
し
て
い
な
い

場
合
は
命
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る

と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
避
難
所
等

ま
で
安
全
に
避
難
で
き
な
い
状
況

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
直
ち
に
で

き
る
限
り
の
安
全
策
を
取
っ
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
村
は
発
災
と

同
時
に
そ
の
状
況
を
正
確
に
把
握

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
緊
急
安
全
確
保
は
必
ず
発
令

さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
避
難

指
示
が
出
た
時
点
で
避
難
行
動
を

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

警
戒
レ
ベ
ル
５

警
戒
レ
ベ
ル
５

  

緊
急
安
全
確
保

　

こ
れ
は
災
害
発
生
が
確
認
さ
れ

た
時
や
発
生
の
可
能
性
が
極
め
て

高
い
時
に
発
令
さ
れ
ま
す
。
こ
の

警
戒
レ
ベ
ル
４

警
戒
レ
ベ
ル
４

  

避
難
指
示

　

避
難
指
示
は
発
災
の
可
能
性

が
高
い
場
合
に
発
令
さ
れ
、
避
難

を
促
す
避
難
情
報
の
中
で
は
最
も

強
い
も
の
で
す
。
こ
れ
が
出
た
場

合
は
、
全
て
の
人
が
危
険
な
場
所

か
ら
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

村
が
指
定
す
る
避
難
所
へ
の
避
難

が
危
険
だ
と
思
う
場
合
に
は
、
建

物
内
の
少
し
で
も
安
全
な
場
所
へ

移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

等
は
早
め
に
避
難
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
高
齢
者
等
は

早
め
に
避
難
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
高
齢
者
等
と
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
と
、
そ
の
人

の
避
難
を
支
援
す
る
人
で
す
。
そ

れ
以
外
の
人
は
必
要
に
応
じ
て
外

出
の
自
粛
や
避
難
準
備
、
自
主
的

な
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

警
戒
レ
ベ
ル
２

警
戒
レ
ベ
ル
２

　

大
雨
・
洪
水
注
意
報
が
発
表
さ

れ
た
時
は
、
自
分
や
家
族
の
避
難

行
動
を
確
認
し
ま
す
。
防
災
の
し

お
り
等
で
周
辺
の
危
険
度
や
避
難

場
所
、
避
難
経
路
等
の
再
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
方
法

　

避
難
は
、
一
般
的
に
は
避
難
所
等
へ

行
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
に
も
状
況
に
応
じ
て
避
難
方
法

を
使
い
分
け
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。
避

難
方
法
を
再
確
認
し
非
常
時
に
備
え
て

く
だ
さ
い
。

●
避
難
所
へ
の
避
難

　

災
害
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
区
域
で
、

そ
の
場
に
い
て
は
危
険
で
あ
る
場
合
に

指
定
避
難
所
等
の
安
全
な
場
所
へ
移
動

す
る
避
難
行
動
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人

が
集
ま
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

発
災
時
の
避
難
方
法

発
災
時
避
難
方
法
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の
で
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒
等

の
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

●
親
戚
の
家
等
へ
の
避
難

　

こ
れ
は
避
難
所
へ
の
避
難
と
同
様
に
、

危
険
な
区
域
に
い
る
人
が
安
全
な
区
域

に
い
る
親
戚
や
知
人
の
家
に
移
動
す
る

避
難
行
動
で
す
。
災
害
が
予
想
さ
れ
る

場
合
に
村
が
避
難
所
を
開
設
す
る
前
に

避
難
を
開
始
で
き
る
こ
と
や
感
染
症
に

か
か
る
危
険
性
を
減
ら
せ
る
と
い
う
利

点
が
あ
り
ま
す
。

●
屋
内
で
の
安
全
確
保

　

こ
の
方
法
は
、
洪
水
等
の
災
害
が
予

想
さ
れ
る
場
合
、
自
宅
・
施
設
等
の
上

階
へ
移
動
す
る
避
難
行
動
で
す
。
災
害

か
ら
身
を
守
る
に
は
立
ち
退
き
避
難
が

最
も
望
ま
し
い
で
す
が
、
状
況
に
よ
っ

て
屋
内
安
全
確
保
を
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
行
う
た
め
に
は
、
次
の

条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
自
宅
等
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
記
載

さ
れ
た
各
警
戒
区
域
外
で
あ
る
こ
と

・
自
宅
等
に
浸
水
し
な
い
居
室
が
あ
る

こ
と

・
自
宅
等
が
一
定
期
間
浸
水
す
る
こ
と

に
対
す
る
備
え
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
水
、
食
料
、
薬
の
備
蓄
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
断
絶
さ
れ
た
際
の
備
え
）

防
災
の
し
お
り
で
再
確
認

　

村
で
は
令
和
２
年
度
に
防
災
の
し
お

り
を
改
訂
し
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
訂
で
は
、
浸
水
想
定
区
域
と

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
が
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

浸
水
想
定
区
域
は
、
１
０
０
０
年
に

１
度
の
豪
雨
を
想
定
し
て
あ
り
ま
す
。

新
た
に
浸
水
想
定
区
域
に
設
定
さ
れ
た

地
域
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
宅
や
職
場

の
場
所
を
改
め
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
は
土
砂
災

害
防
止
法
に
基
づ
い
た
見
直
し
調
査
に

よ
り
新
た
に
指
定
さ
れ
た
区
域
や
砂
防

堰え
ん

堤
の
完
成
に
よ
り
解
除
さ
れ
た
地
域

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
が
解
除
さ
れ
た
区
域
は
改

め
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
の
で
引
き
続
き
警
戒
が
必
要
で

す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
村
が
発
令
す
る
避

難
情
報
や
気
象
庁
が
発
表
す
る
防
災
情

報
を
基
に
行
動
す
る
こ
と
が
原
則
で
す

が
、
時
に
は
場
所
や
状
況
に
応
じ
て

個
々
の
判
断
で
避
難
行
動
を
取
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
災
害
時
の
対

応
を
家
族
と
話
し
合
っ
た
り
、
防
災

グ
ッ
ズ
を
用
意
す
る
な
ど
し
て
身
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

警戒レベル４
『避難指示』までに 必

●

ず
●

避難 !!
警戒レベル 状　況 新たな避難情報 発令時に取るべき行動

55 発災または切迫発災または切迫 緊急安全確保緊急安全確保 直ちに安全確保直ちに安全確保

44 発災の可能性が高い発災の可能性が高い 避難指示避難指示 安全な場所へ全員避難安全な場所へ全員避難

33 発災のおそれあり発災のおそれあり 高齢者等避難高齢者等避難 高齢者等は安全な場所へ避難高齢者等は安全な場所へ避難

22 気象状況悪化気象状況悪化 大雨・洪水注意報大雨・洪水注意報 避難行動の再確認避難行動の再確認

11 気象状況悪化の気象状況悪化の
おそれありおそれあり 早期注意情報早期注意情報 災害への心構えをする災害への心構えをする

『避難指示』
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村
で
は
、
母
子
手
帳
ア
プ
リ
「
母
子

モ
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
名
称
を
『
す

く
す
く
☆
お
お
く
わ
ナ
ビ
』
と
し
て
６

月
１
日
㈫
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　

『
す
く
す
く
☆
お
お
く
わ
ナ
ビ
』
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
妊
娠
経
過
と
子
ど
も

の
健
康
デ
ー
タ
の
記
録
や
予
防
接
種
や

健
診
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
離
れ
た

地
域
に
住
む
祖
父
母
な
ど
家
族
と
の
情

報
共
有
が
で
き
ま
す
。
村
か
ら
の
母
子

保
健
事
業
に
関
す
る
通
知
の
受
け
取
り

な
ど
、
子
育
て
に
役
立
つ
便
利
な
機
能

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
母
子
手
帳
と
併

せ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
で
Ｗ
ｅ
ｂ
版
を
利
用
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
人
は
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

母
子
モ
HP
：

http
s://w

w
w
.m
chh.jp

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
健
康
課
保
健
係

℡
＊
＊
55
‐
４
０
０
３

母
子
手
帳
ア
プ
リ
導
入

母
子
手
帳
ア
プ
リ
導
入

▲

問い合わせ先
　総務課 危機管理係・住民課 生活環境係　℡＊＊５５‐３０８０

　過去の災害では、ペットがいることで逃げ遅れたり、避難所でトラブルになるという問題が起こりま
した。ペットを飼っている人は、以下の対策をして非常時にペットと共に安全に避難できるよう備えま
しょう。

●所有者明示
　突然の地震に驚いて逃げたり、避難の際にはぐれてしまうことがあります。迷子札や犬の場合は鑑札、
注射済票をつけておきましょう。マイクロチップを装着しておくと外れることがないので安心です。

●ペットの避難セットの準備
　人の避難セットとは別にペットの避難セットが必要です。キャリーバッグ、ペットフード、トイレシー
トや猫砂、水、常備薬等の準備をしましょう。

●避難場所の確認
　村では、感染症予防や避難している人への配慮としてペットと共に避難所内へ入ることを原則として
お断りしています。この場合、ペットは自家用車内で過ごすなど屋外での受け入れとなります。
　こうしたことから、避難生活の長期化に備え、親類や知人などに預けられるように相談しておくと安
心です。

ペットと共に避難避難するための準備をットットとと共に共に 準備準備を

▲「母子モ」のサンプル画面

▲母子手帳アプリ「母子モ」
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自
然
環
境
の
保
全
と
交
通
渋
滞
対
策

の
た
め
、
阿
寺
渓
谷
の
車
両
進
入
規
制

を
行
い
ま
す
。
期
間
は
７
月
17
日
㈯
午

前
８
時
か
ら
８
月
29
日
㈰
午
後
５
時
ま

で
で
す
。

　

期
間
中
、
渓
谷
内
へ
の
立
ち
入
り
は

徒
歩
ま
た
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
27
日
、
中
央
公
民
館
で
「
大
桑

村
と
日
本
郵
便
株
式
会
社
大
桑
村
内
郵

便
局
と
の
包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
」

の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
双
方
の
人
的
、
物
的
資
源
を

有
効
に
活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。
村
と
村
内
郵
便
局
は
平

成
29
年
に
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
包
括
連
携
協
定
は
範

囲
を
拡
大
し
た
も
の
で
す
。

　

協
定
に
よ
り
道
路
損
傷
は
も
と
よ
り

有
害
鳥
獣
出
没
の
情
報
共
有
や
子
ど
も

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
５
月
15
日
㈯
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

会
場
は
村
民
体
育
館
と
保
健
セ
ン
タ
ー

で
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
し
た
高
齢
者
へ
の
接
種
は

６
月
23
日
㈬
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

と
高
齢
者
の
見
守
り
等
に
連
携
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

　

協
定
を
締
結
し
て
貴
舟
村
長
は
「
配

達
等
で
村
内
の
状
況
に
詳
し
い
郵
便
局

と
の
協
定
は
心
強
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

※
阿
寺
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
客
の
車

両
等
は
規
制
対
象
外
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

阿
寺
渓
谷
夏
季
交
通
規
制

阿
寺
渓
谷
夏
季
交
通
規
制

村
内
郵
便
局
と
包
括
連
携
協
定
締
結

村
内
郵
便
局
と
包
括
連
携
協
定
締
結

ワ
ク
チ
ン
接
種
が

ワ
ク
チ
ン
接
種
が

 

始
ま
り
ま
し
た

始
ま
り
ま
し
た

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券 

発
売
発
売

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
大
き
な

影
響
を
受
け
た
村
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
６
月
27
日
㈰
か
ら
販
売
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
販
売
時
の
密
状
態
を
避
け
る
た
め
、
都
合

の
良
い
と
き
に
購
入
で
き
る
『
購
入
引
換
券
』
を
事
前

に
全
村
民
へ
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
購
入
引
換
券
配
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

※
７
月
１
日
㈭
か
ら
は
村
内
の
郵
便
局
窓
口
で
購
入

で
き
る
一
般
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

販売方法 販売日・時間 販売所

一斉販売 6月27日㈰
10 時～正午

須原地区館
中央公民館
野尻地区館

▲接種会場の様子
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下
水
と
一
緒
に
流
れ
て
き
た
タ
オ
ル

が
下
水
道
ポ
ン
プ
に
絡
ま
り
、
ポ
ン
プ

が
停
止
し
て
し
ま
う
事
例
が
あ
り
ま
し

た
。
最
悪
の
場
合
、
ポ
ン
プ
が
故
障
し

て
下
水
が
外
に
溢
れ
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

タ
オ
ル
等
に
加
え
て
、
以
下
の
物
を

下
水
道
に
流
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
調
理
く
ず
や
毛
髪

　

排
水
口
に
は
ネ
ッ
ト
な
ど
を
装
着
し
、

台
所
の
調
理
く
ず
や
浴
室
の
毛
髪
な
ど

は
な
る
べ
く
下
水
道
に
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

●
油  

類

　

大
量
の
油
は
下
水
を
処
理
す
る
機
械

に
大
き
な
負
荷
を
か
け
ま
す
。
廃
油
は

固
め
て
捨
て
る
な
ど
適
正
に
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

　

灯
油
な
ど
を
下
水
道
に
流
す
と
、
引

火
し
て
爆
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

紙
や
ゴ
ミ

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
水
に
溶

け
な
い
紙
を
流
す
と
、
下
水
道
管
の
詰

ま
り
や
機
械
の
故
障
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

　

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
オ
ム
ツ
、
交
換

し
た
モ
ッ
プ
な
ど
も
同
様
で
す
。

　

下
水
道
は
公
共
の
施
設
で
す
。
下
水

道
の
使
用
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
て
、
正

し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
公
共
枡ま
す

か
ら

宅
内
側
は
個
人
で
管
理
し
ま
す
。
点
検

口
は
一
月
に
一
回
は
掃
除
し
て
く
だ
さ

い
。
流
し
て
は
い
け
な
い
物
が
誤
っ
て

流
れ
て
し
ま
っ
た
際
は
、
役
場
上
下
水

道
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
水
道
課
上
下
水
道
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

下
水
道

下
水
道
のの
使
用
ル
ー
ル

使
用
ル
ー
ル
をを

守
り
ま
し
ょ
う

守
り
ま
し
ょ
う

　

村
で
は
農
業
従
事
者
を
対
象
に
鳥
獣

被
害
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

被
害
物
や
被
害
の
時
期
、
加
害
生
物
等

を
調
査
し
ま
し
た
。

　

農
林
産
物
で
最
も
被
害
が
大
き
い
の

は
タ
ケ
ノ
コ
で
、
野
菜
や
イ
モ
類
が
そ

れ
に
続
き
ま
し
た
。
被
害
の
多
く
は
、

タ
ケ
ノ
コ
が
生
え
る
４
月
や
野
菜
が
実

る
夏
頃
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
サ
ル
や

ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
多
く
、

被
害
の
時
間
帯
は
あ
ま
り
把
握
で
き
て

い
な
い
現
状
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
有
害
鳥
獣
対
策
の
な
か
で
も
、

時
間
帯
を
問
わ
ず
防
除
で
き
る
電
柵
が

有
効
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

◇
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

　

住
民
や
農
林
水
産
物
へ
の
鳥
獣
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
大
桑
村
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
36
名
の
隊
員
が
村
長
か
ら
任
命
を

受
け
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

・
村
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
（
５
月
〜
11
月
）

・
鳥
獣
の
捕
獲
、
追
払
い

・
農
林
水
産
業
等
の
被
害
状
況
、
鳥
獣

出
没
等
の
調
査

・
鳥
獣
被
害
対
策
の
普
及

・
有
害
鳥
獣
一
斉
駆
除
（
２
月
〜
３
月
）

　

パ
ト
ロ
ー
ル
は
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
の
目
印
を
車
に
貼
り
付
け
、
オ
レ
ン

ジ
の
帽
子
・
ベ
ス
ト
・
腕
章
を
着
用
し

巡
回
し
て
い
ま
す
。
鳥
獣
か
ら
の
被
害

や
出
没
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
、
電
気
牧
柵
や
エ
ア
ガ
ン
な

ど
の
有
害
鳥
獣
対
策
物
品
の
購
入
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
農
林
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

鳥
獣
被
害
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

鳥
獣
被
害
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
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　国民健康保険は、病気やケガをしたときに安心して医療を受けられるように、加入者が
保険税を出し合い、医療費をお互いに助け合う制度です。平成30年度から県が財政運営を
担っており、村は県が示す標準税率に沿って保険税を設定しています。
　当村では、加入者の急激な負担増を回避し、従来の４方式から資産割を賦課しない３方式
への移行をするため毎年度段階的に保険税率を見直しています。

減免対象者
① 新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った世
帯の人　⇒　保険税を全額免除
② 新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の収入減少（※）が見込まれる
世帯の人　⇒　保険税の一部を減額
  （※）保険税が一部減額される具体的な要件

世帯の主たる生計維持者について
⑴ 事業収入や給与収入など、収入の種類ごとに見た収入のいずれかが、前年に比べて10
分の３以上減少する見込みであること
⑵前年の所得の合計額が1000万円以下であること
⑶収入減少が見込まれる種類の所得以外の前年の所得の合計額が400万円以下であること
注： 申請にあたっては、収入を証明する書類が必要となります。 
詳しくは問い合わせください。

●  新型コロナウイルス感染症の影響により、要件を満たす人は保険税が減
免となります

保険税率を次のように改定します

区　　分
所得割 （％） 資産割 （％） 均等割 （円） 平等割 （円）

改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後

医療給付費分 6.50 6.50 21.00 14.00 19,500 20,600 20,200 20,900

後期支援金分 2.20 2.30 5.40 3.60 7,000 7,600 6,300 6,800

介護納付金分 2.00 2.10 6.00 4.00 6,900 7,800 5,700 6,000

問い合わせ先　住民課 税務係　℡＊＊５５-３０８０

国民健康保険税国民健康保険税のの税率税率がが変わります変わります

★保険税はいくらになりますか？
▼（例１）夫婦２人 70歳以上の場合 ▼（例２）夫婦２人子ども１人の場合

課 税 所 得 額 0円 300万円

収 　 入 　 額
夫：年金100万円

自営業2,000万円
妻：年金    　0円

固 定 資 産 税 額 ４万円 ５万円
軽 減 の 有 無 有：低所得者世帯７割軽減 無
令和２年度年税額 35,300円 494,300円
令和３年度年税額 32,700円 500,000円
前 年 と の 差 額 2,600円減額 5,700円増額
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犾え
ん
え
ん

舘だ
て
だ
て

　

和
ひ
と
し

ひ
と
し

　

大
桑
村
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
空
き
家
対
策

を
担
当
し
て
い
る
犾
舘
で
す
。
令
和

２
年
10
月
に
着
任
し
、
８
か
月
経
ち

ま
し
た
。
毎
月
、
回
覧
板
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
空
き
家
相
談
会
で

は
、
毎
回
様
々
な
空
き
家
関
係
の
お

悩
み
を
お
持
ち
の
方
が
お
り
、
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
妻

が
経
営
し
て
い
る
カ
フ
ェ
の
方
で
も
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
つ
い
で
に
空
き
家

相
談
を
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

私
が
運
営
し
て
い
る
空
き
家
ブ
ロ

グ
の
方
も
順
調
で
、
総
閲
覧
数
が
約

６
５
０
０
件
に

な
り
ま
し
た
。

中
に
は
海
外
か

ら
見
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
私

が
担
当
し
た
空

き
家
の
ほ
と
ん

ど
で
売
買
が
成

立
し
て
い
て
、

現
在
の
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
の
状
況
は
売
り
物
件
と
し

て
紹
介
で
き
る
も
の
が
２
〜
３
件
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
桑
村
に
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の

空
き
家
が
あ
っ
て
、
所
有
者
さ
ん
と
連

絡
が
取
れ
ず
、
手
つ
か
ず
と
な
っ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
思
い
入
れ
が

あ
っ
た
り
、
お
盆
や
お
正
月
な
ど
に
親

戚
が
集
ま
っ
て
く
る
な
ど
の
理
由
で
手

放
す
意
思
が
な
い
と
い
う
方
は
別
で
す

が
、
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
と
考
え
て

い
る
方
に
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
古
く
て
ボ
ロ

ボ
ロ
な
の
で
売
れ
な
い
、
物
が
片
付
い

て
い
な
い
の
で
見
せ
ら
れ
な
い
、
と
い

う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。
最
近
で
は
、
古
い
家
ほ
ど
注
目
さ

れ
、
明
治
や
大
正
、
昭
和
初
期
に
作
ら

れ
た
家
な
ど
は
非
常
に
人
気
が
あ
り
ま

す
。
多
少
の
改
修
が
必
要
で
も
、
古
民

家
ブ
ー
ム
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
購
入

し
た
い
方
は
あ
る
程
度
の
費
用
負
担
は

想
定
し
て
い
ま
す
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
自
分
で
Ｄ
Ｉ
Ｙ
す
る
、
と
い
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
片
付
い
て
い
な

く
て
も
、
売
買
が
決
ま
っ
て
か
ら
購
入

者
さ
ん
と
一
緒
に
、
残
す
も
の
、
捨
て

る
も
の
を
決
め
て
仕
分
け
る
ケ
ー
ス
も

多
い
で
す
。
む
し
ろ
、
古
い
家
具
や
食

器
、
そ
の
他
古
物
な
ど
は
購
入
者
さ
ん

が
喜
ん
で
引
き
取
っ
て
く
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
都
心
部
か

ら
の
移
住
希
望
者
は
少
な
い
な
が
ら
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
始
め
た

当
初
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
村
内
、
郡
内
で
移
住
を
考
え
る
方

も
予
想
以
上
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ご
親
戚
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
所
有
し
て
い
る
、
ま
た

は
管
理
し
て
い
る
空
き
家
に
つ
い
て
、

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
空
き
家
に

な
っ
て
か
ら
あ
ま
り
年
数
が
経
た
な
い

う
ち
に
、
ど
う
す
る
か
を
決
め
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

現
在
、
地
図
を
持
っ
て
各
地
区
の
空

き
家
を
現
地
調
査
し
て
い
ま
す
。
見
か

け
た
ら
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
社
協
で
主
催
し
て
い
る
１
０
０

円
カ
フ
ェ
に
も
お
邪
魔
し
て
、
各
地
区

の
空
き
家
情
報
を
お
伺
い
し
て
お
り
ま

す
。
良
い
お
話
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
長
野
県
大
桑
村
の
空
き
家
情
報

（
犾
舘
さ
ん
が
運
営
す
る
ブ
ロ
グ
）

h
ttp

s://a
k
iy
a
-o
o
k
u
w
a
.

b
lo
gsp

o
t.co

m
/

　

村
で
は
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
人
の

救
済
を
目
的
に
、
村
に
住
所
が
あ
る
人

の
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
手
続
き
と

掛
金
の
負
担
を
し
て
い
ま
す
。

　

共
済
加
入
者
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た

場
合
、
共
済
見
舞
金
と
し
て
、
入
院
一

日
２
０
０
０
円
、
通
院
一
日
１
０
０
０

円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
事
故
に
あ
っ
た

場
合
は
速
や
か
に
役
場
へ
報
告
し
て
く

だ
さ
い
。
事
故
後
２
年
が
経
過
す
る
と

請
求
手
続
き
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
故
の
状
況
に
よ
っ
て
は

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
危
機
管
理
係

℡
＊
＊
55
‐
３
０
８
０

交
通
災
害
共
済

交
通
災
害
共
済
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保健センター保健センター
TEL ＊＊ 55-4003（直通）TEL ＊＊ 55-4003（直通）

mail mail cent@vill.ookuwa.nagano.jpcent@vill.ookuwa.nagano.jp

保健センタ保健センターー
だよりだより

保健師　髙木 保健師　髙木 琴音琴音

　

６
月
４
日
〜
10
日
は
歯
と
口
の
健
康

週
間
で
す
。
お
い
し
く
食
べ
、
人
と
楽

し
く
会
話
す
る
に
は
歯
と
口
の
健
康
が

重
要
で
す
。
今
回
は
、
歯
を
失
う
原
因

の
一
つ
で
あ
る
歯
周
病
と
そ
の
予
防
に

つ
い
て
の
お
話
で
す
。

歯
周
病
は
静
か
に
進
行
す
る

　

歯
周
病
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
す
き
間

か
ら
侵
入
し
た
細
菌
が
歯
肉
に
炎
症
を

起
こ
す
も
の
で
す
。
進
行
す
る
と
歯
を

支
え
る
骨
が
溶
け
、
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
に

な
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
、
む
し
歯
と

違
っ
て
痛
み
が
出
ず
、
気
付
か
な
い
う

ち
に
進
行
し
て
歯
ぐ
き
か
ら
出
血
な
ど

が
起
こ
り
ま
す
。
日
本
で
は
40
歳
以
上

　

チ
ェ
ッ
ク
が
付
か
な
か
っ
た
人
は
、

こ
れ
か
ら
も
丁
寧
な
歯
磨
き
を
心
が
け
、

少
な
く
と
も
年
に
１
回
は
歯
科
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

チ
ェ
ッ
ク
が
１
〜
２
個
付
い
た
人
は
、

歯
周
病
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
歯
磨
き
の
仕
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

念
の
た
め
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
で

歯
と
歯
周
の
チ
ェ
ッ
ク
や
歯
磨
き
指
導
、

歯
石
の
除
去
な
ど
を
し
て
も
ら
う
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

チ
ェ
ッ
ク
が
３
〜
５
個
付
い
た
人
は
、

歯
周
病
が
進
行
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
早
め
に
歯
科
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
に

　

歯
周
病
予
防
の
基
本
は
歯し

垢こ
う

が
つ
か

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
毎
食
後
の

歯
磨
き
が
有
効
で
す
。
30
歳
以
上
の
人

は
、
む
し
歯
の
予
防
だ
け
で
な
く
歯
周

病
の
予
防
の
た
め
の
歯
磨
き
を
取
り
入

れ
ま
し
ょ
う
。
歯
周
病
は
、
歯
と
歯
ぐ

き
の
す
き
間
か
ら
進
行
す
る
た
め
、
歯

ブ
ラ
シ
が
歯
肉
に
届
い
て
い
る
か
鏡
で

確
認
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

食
習
慣
を
見
直
す
こ
と
も
重
要
で
す
。

食
事
や
間
食
の
回
数
や
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

歯
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

自
分
の
歯
で
な
ん
で
も
噛
め
る
こ
と

は
、
食
生
活
を
豊
か
に
し
、
か
ら
だ
全

体
の
健
康
の
維
持
や
病
気
の
予
防
に
も

繋
が
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
歯
の
健
康

に
つ
い
て
見
直
し
、
む
し
歯
や
歯
周
病

の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

村
で
は
、
今
年
度
６
月
か
ら
、
年
度

末
に
満
35
歳
、
40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、

70
歳
の
人
（
国
保
加
入
者
は
35
〜
74
歳

の
人
）
を
対
象
に
年
に
１
度
の
歯
科
健

診
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

一
生
を
共
に
歩
む

一
生
を
共
に
歩
む

 

自
分
の
歯

自
分
の
歯

の
約
８
割
が
歯
周
病
に
罹か

か

っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

歯
の
健
康
と
か
ら
だ
の
健
康

　

歯
周
病
は
様
々
な
全
身
の
病
気
と
関

係
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
糖
尿
病
と

の
関
連
性
は
高
く
、
糖
尿
病
に
よ
っ
て

免
疫
機
能
が
低
下
す
る
と
、
歯
周
組
織

に
炎
症
が
生
じ
歯
周
病
に
罹
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
歯
周
病
を
改
善
す
る
と
、

血
糖
値
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
も
有
効
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
糖
尿
病
の
人
に
は

歯
周
病
治
療
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
が
進
行
す
る
と
歯
の
根
の
部

分
が
露
出
し
、
む
し
歯
が
で
き
や
す
く

な
り
ま
す
。
歯
周
病
の
悪
化
や
む
し
歯

の
進
行
は
、
食
べ
物
を
噛か

み
砕
く
こ
と

に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
そ
の
た
め
食

べ
ら
れ
る
物
が
偏
り
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
る
こ
と
で
、
全
身
の
健
康
状
態
に

大
き
く
影
響
し
ま
す
。

歯
周
病
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

　

歯
周
病
は
早
く
見

付
け
て
丁
寧
に
歯
を

磨
け
ば
治
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
歯
周
病

の
初
期
段
階
で
は
自

覚
症
状
は
な
い
の
で
、

次
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目

で
口
の
中
の
状
態
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

□
歯
ぐ
き
に
赤
く
腫
れ
た
部
分
が
あ
る

□
口
臭
が
何
と
な
く
気
に
な
る

□
歯
ぐ
き
が
や
せ
て
き
た

□
歯
間
に
物
が
詰
ま
り
や
す
い

□
歯
を
磨
い
た
後
、
歯
ブ
ラ
シ
に
血

が
付
い
た
り
、
す
す
い
だ
水
に
血

が
混
じ
る
こ
と
が
あ
る

□
歯
間
の
歯
ぐ
き
が
、
鋭
角
的
な
三

角
形
で
は
な
く
、
お
む
す
び
形
に

な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る

□
時
々
、
歯
が
浮
い
た
よ
う
な
感
じ

が
す
る

□
指
で
触
る
と
少
し
ぐ
ら
つ
く
歯
が

あ
る

□
歯
ぐ
き
か
ら
膿
が
出
た
こ
と
が
あ
る
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情報掲示板情報掲示板
問   
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設

組
合
事
務
局

℡
０
２
６
３
‐
53
‐
５
０
０
０

HP http
://ao

ihato
.co
m
/

　

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設

組
合
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
お
よ
び
令
和
４
年
度
に
採
用

す
る
正
規
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

▼
会
計
年
度
任
用
職
員

募
集
職
種

・
介
護
職
員
（
若
干
名
）

受
験
資
格

　

普
通
自
動
車
免
許
お
よ
び
介

護
職
に
必
要
な
資
格
保
持
者

※
選
考
面
接
は
随
時
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
組
合
各
施
設
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
令
和
４
年
度
に
採
用
す
る

正
規
職
員

募
集
職
種

・
看
護
職
員
（
若
干
名
）

・
生
活
相
談
員
（
若
干
名
）

・
介
護
職
員
（
若
干
名
）

受
験
資
格

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

問   

木
曽
間
税
会

（
大
桑
村
商
工
会
内
）

℡
＊
＊
55
‐
３
１
３
０

　

木
曽
間
税
会
で
は
、
税
の
意

義
や
現
状
を
理
解
し
今
後
の
税

の
あ
り
方
等
を
考
え
る
た
め
に

税
の
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
応

募
し
た
作
品
は
、
全
国
間
税
会

総
連
合
会
の
広
報
活
動
に
利
用

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
、
氏
名
・
住
所
（
学
校

名
）
を
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

昨
年
度
最
優
秀
作
品

「
く
ら
し
を
支
え
る
消
費
税　

し
っ
か
り
学
ん
で　

正
し
く
納

税
」

応
募
期
限

　

８
月
31
日
㈫

応
募
方
法
・
応
募
先

　

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

木
曽
間
税
会
事
務
局

　
　

〒
３
９
９
―
５
３
０
１

　
　
南
木
曽
町
読
書
３
６
７
１
‐
３

　
　

57
‐
３
７
５
４

　

①
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
（
看
護
職

員
は
昭
和
41
年
４
月
以
降

に
生
ま
れ
た
人
）

　

②
普
通
自
動
車
免
許
お
よ
び

各
職
種
に
必
要
な
資
格
保

持
者
（
令
和
４
年
３
月
末

ま
で
に
取
得
見
込
み
を
含

む
）

申
込
期
間

　

７
月
12
日
㈪
〜
８
月
20
日
㈮

試
験
日

　

１
次
試
験　

９
月
10
日
㈮

申
込
方
法

　

組
合
各
施
設
、
事
務
局
お
よ

び
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
本
人

が
直
接
事
務
局
に
提
出

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問   

長
野
犯
罪
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
６
‐
２
３
３
‐
７
８
３
０

　

犯
罪
被
害
に
あ
っ
た
人
や
そ

の
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
面
の
ケ
ア

や
経
済
面
で
の
救
済
制
度
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

受
付
日
時

　

月
曜
日
と
水
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
２
６
３
‐
73
‐
０
７
８
３

問   

多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所

総
務
課

℡
０
５
７
２
‐
25
‐
８
０
２
０

　

開
放
講
座
「
水
と
街
道
」
で

は
、
東
濃
地
方
・
木
曽
南
部
地

方
を
中
心
に
、
個
人
で
は
な
か

な
か
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
砂

防
ダ
ム
や
道
路
工
事
の
現
場
な

ど
を
見
学
し
ま
す
。

開
講
日

　

９
月
９
日
㈭
、
10
月
14
日
㈭

11
月
11
日
㈭
、
12
月
９
日
㈭

対
象
者

18
歳
以
上
で
全
て
の
講
座
に

参
加
可
能
な
人
（
定
員
は
10
名

程
度
）

受
講
料

　

３
５
０
円
程
度

応
募
期
限

　

７
月
26
日
㈪

応
募
方
法

　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
よ
り

①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

②
郵
便
番
号
・
住
所

③
電
話
番
号
・
携
帯
電
話
番
号

④
年
齢
・
性
別

⑤
応
募
動
機

を
記
入
の
う
え
応
募
。

▼
応
募
先

　

〒
５
０
７
‐
０
０
２
３

岐
阜
県
多
治
見
市
小
田
町
４
‐
８
‐
６

国
土
交
通
省
多
治
見
砂
防
国
道

事
務
所
開
放
講
座

「
水
と
街
道
」
事
務
局

　

０
５
７
２
‐
25
‐
７
９
９
４

HP  c
b
r-s8

5
3
0
3
0
@
c
b
r.

m
lit.go.jp

職
員
募
集

税
の
標
語　

募
集

犯
罪
被
害
者

相
談
窓
口

開
放
講
座

水
と
街
道

FAX

FAX
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まなびましょう
マスコット：マナビィデザイン：石ノ森章太郎

生涯学習に関する問い合わせ　大桑村公民館 ℡＊＊ 55-1020

の行事予定
1 木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

2 金
3 土
4 日
5 月
6 火 健康教室（野尻地区館）

7 水

8 木 子宮がん・乳がん検診　9：00～（村民体育館）
らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

9 金
10土 のぞきど森林公園 開園　～９月26日㈰まで

11日
12月
13火 健康教室（野尻地区館）

14水 ゴールデンシューの日　16：00～（村民体育館）

15木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

16金
17土
18日
19月

20火 なんでも相談　13：00～（須原地区館）
　　　　夜間　18：00～（野尻地区館）

21水
22木 夏の交通安全やまびこ運動　31日まで

23金
24土 らくらく筋トレ教室（村民体育館）

25日
26月
27火 健康教室（野尻地区館）

28水
29木 らくらく筋トレ教室（野尻地区館）

30金
31土

77月

教　室 会場 時　間 開催日
英 会 話 ① 14：00 7、14、21、28
英 会 話 ② 19：30 7、14、21、28
手 話 ① 19：00 1
日 本 語 教 室 ⑦ 10：00 24
押 し 花 教 室 ② 10：00 21
パ ッ チ ワ ー ク ① 9：30 14、28
レザークラフト ① 9：30 6、20
陶 芸 教 室 ④ 10：00 16、17
コール・マルベリー ② 19：30 1、8、15、22、29
ヒ ノ キ 三 味 線 ① 19：00 休み
詩吟岳風会大桑教室 ⑥ 13：00 6、13、20、27
大 正 琴 糸 瀬 会 ③ 12：30 13、27
リフレッシュヨーガ ① 19：00 7、14、21、28
ヨ ガ ② 14：00 10、24
あゆみ整体教室 ① 19：00 12、26
フラ教室〈昼〉 ⑤ 10：30 5、12、19
フラ教室〈夜〉 ③ 19：30 6、20、27
大桑ダンシングフレンズ ⑤ 14：00 3、17、31
日本舞踊はなやぎ会 ⑤ 14：00 10、24
池坊いけばな教室 ③ 12：30 13、27
笑 い ヨ ガ ② 13：30 15

①中央公民館、 ②野尻地区館、 ③須原地区館、 ④殿分館、
⑤村民体育館、 ⑥橋場分館、⑦その他

※各教室とも随時参加者を募集しています

会　場　
※ 新型コロナウイルスの状況により中止になる可能性
があります。

7月
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木曽病院（木曽町福島） ℡ 0264-22-2703
坂下診療所（中津川市坂下） ℡ 0573-75-3118
中津川市民病院（中津川市） ℡ 0573-66-1251

７月の緊急当番医
日 緊急医名 電話番号
4日㈰ 古根医院（大桑村） 55-1188
11 日㈰ 田沢医院（木曽町開田） 44-2008
18 日㈰ 大脇医院（上松町） 52-2023
22 日㈭ 奥原医院（木祖村） 36-2264
23 日㈮ 木曽みたけ診療所（木曽町三岳） 46-2266
25 日㈰ 木曽ひよし診療所（木曽町日義） 26-2001

村の人口
1,538 世帯

（前月比－５世帯） 男（人） 女（人） 計（人）

出　　　生 ２ 0 ２
死　　　亡 ０ ３ ３
転　　　入 ３ １ ４
転　　　出 ６ ２ ８
総　人　口
（前月比）

1,725
（－１）

1,808
（－４） 

3,533
（－５） 

（６月１日現在・住民基本台帳登録人数）

表
紙
に
よ

て
せ

　
５
月
29
日
、
大
桑
小
学
校
の
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
朝

方
に
は
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
開
催
時
刻
が
近
づ
く
と
雨
は
上
が
り
無

事
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
応
援
合
戦
が
始
ま
る
と
応
援
団
の
号
令
の
下
で
紅
組
と
白
組
の
元
気

な
声
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
響
き
、
双
方
へ
エ
ー
ル
を
送
り
合
い
士
気
を
高

め
ま
し
た
。

　
表
紙
の
写
真
は
、
運
動
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
『
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
ず
、
全
力
で
楽
し
も
う
！
』
の
と
お
り
児
童
が
最
後
ま
で
全
力
で
駆

け
抜
け
て
い
る
徒
競
走
で
す
。

　
４
～
６
年
生
に
よ
る
旗
を
使
っ
た
表
現
「
風
林
火
山
」
で
は
力
強
く
迫

力
の
あ
る
演
技
を
見
せ
、保
護
者
は
感
慨
深
そ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

５
月
の

　

で
き
ご
と

5/1　子ども釣り河川 川開き

5/22　わくわく隊「土器って何だ⁉」5/20　保育園 田植え

5/14　鳥獣被害対策講習会
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社
広

報
お

お
く

わ
N
o.560

  「
広

報
お

お
く

わ
」

は
環

境
に

優
し

い
再

生
紙

と
ベ

ジ
タ

ブ
ル

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

令
和
３
年
６
月
10日
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